
企画部

企画課

Ⅰ 一般管理費

１

する経費を負担した。

Ⅱ 企画総務費

１ 国の施策及び予算に関する提案・要望を行った45項目のうち26項目について制度の拡充・

改善や予算確保につながった。

２

業 に、県が債務保証をしている土地開発公社借入金の代位弁済を行った。また、企業用地

としてコスモパーク加太の土地の一部を売却した。

Ⅲ 計画調査費

１

業 業施設などを営業している大和ハウスリアルティマネジメント（株）に貸付け（賃貸借

期間：平成15年６月から50年間）を行うとともに、「国有資産等所在市町村交付金法」

に基づき、和歌山市に対し交付金の交付を行った。

２

ーの運営やシンポジウムの開催、コンペティション等を実施した。

３ 県政を進める上での指針となる新総合計画について、2040年の和歌山を語る会（熟議）

をはじめとする県民総参加プログラムを導入し、県民からいただいたご意見等をもとに、

策定作業を進めた。

文化学術課

Ⅰ 一般管理費

１

本県の産学官におけるデータ利活用を推進するため、和歌山県データ利活用推進センタ

和歌山県民文化会館を安全・快適に利用するため、大規模改修工事に係る音響測定業務

第８次長期総合計画策定 22,289 21,699

事業

コスモパーク加太の一部を賃借し、企業用地や防災対策用地として利活用を図るととも

関西広域連合・全国知事 61,435 61,369

会等運営事業

関西広域連合、全国知事会、近畿ブロック知事会、紀伊半島振興対策協議会の運営に関

13,707 13,707県立医科大学跡地利用事 「和歌山県立医科大学跡地利用基本計画」に基づき、県立医科大学跡地を、ホテル・商

県民文化会館機器整備事 49,843 5,539

（ 予 算 額 ） （ 決 算 額 ）

企画事務事業 21,059 16,514

コスモパーク加太対策事 23,215,963 23,213,224

データ利活用推進事業 36,075 34,777
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業 を行うとともに、オーケストラチェア、移動用台車及びコントラバスチェアの更新を実

施した。

２

おいて、県民の芸術鑑賞及び文化活動への参加機会を提供した。

３

理事務委託事業

Ⅱ 諸費

１

業

２

ュニア美術展覧会開催事

業 令和６年11月13日～12月15日

本　展（和歌山県立近代美術館・和歌山県民文化会館）、

橋本展（和歌山県立橋本体育館）、上富田展（上富田文化会館）、

新宮展（丹鶴ホール）

（県展）洋画、日本画、書、写真、工芸、彫塑、華道

（ジュニア県展）絵画、書、立体

３

上富田町、串本町、かつらぎ町において実施した。

４ 紀の国わかやま文化祭を 紀の国わかやま文化祭で築かれた文化団体間の交流・活動の継続、障害者の芸術活動へ

契機とした文化芸術のさ の参加、青少年の文化芸術への意識向上を目的に、「きのくに文化月間」の実施及び世

らなる発展・継承事業 界的、全国的に評価を受けた小中高校生等を表彰するジュニア文化表彰を実施した。

５ エンジン０１ｉｎ和歌山 様々な分野の第一線で活躍する表現者・思考者たちが参集したボランティア集団である

有田事業 「エンジン０１文化戦略会議」のオープンカレッジが、令和６年11月22日～24日に有田

市で開催されることに伴い、有田市が中心となって設立された実行委員会に対し、開催

経費の一部を負担した。

Ⅲ 計画調査費

１

シアム和歌山」が行う大学の教員による和歌山県の活性化のための共同研究等に補助し

た。

翌年度繰越額

2,497 2,290

25,000 24,039

7,165 5,982 旧和歌山県議会議事堂の管理事務を岩出市に委託した。

和歌山県文化関係表彰事 3,135 2,566 本県の文化の向上発展に顕著な業績と功労のあった者に文化表彰等の表彰を行った。

文化芸術地域活性化事業

和歌山県美術展覧会・ジ

文化振興事業委託事業 60,000 60,000 和歌山県文化芸術振興条例に沿った文化芸術活動の振興を図るため、県内文化施設等に

旧和歌山県議会議事堂管

44,281

17,457 17,051

興を図った。

・期間

・会場

・部門　

第78回和歌山県美術展覧会・第10回ジュニア美術展覧会を開催し、本県の美術文化の振

5,857 3,593 （一財）地域創造との共催により、和歌山県公共ホール創造ネットワークモデル事業を

大学の地域貢献支援事業 1,620 1,620 平成13年８月に大学など県内の高等教育機関により設立された「高等教育共創コンソー
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２

ライト運営支援事業 で構成する和歌山大学南紀熊野サテライト連携協議会を通じ、和歌山大学が情報交流セ

ンターＢｉｇ・Ｕに開設した和歌山大学南紀熊野サテライトの運営を支援した。

Ⅳ 私立学校費

１

した。

高　校 10校

小学校 2校 ・ 中学校

幼稚園 10園

障害児教育の振興及び保護者負担の軽減

教育水準の向上及び修学上の経済的負担の

軽減

私学団体の振興

私立学校教職員の福祉増進

私立学校教職員の福祉増進

等減免事業補助金

私立学校教職員退職 38,990

金社団補助金

高等学校等就学支援 730,646

金

保護者の授業料負担の軽減

私立専修学校授業料 96,326 低所得世帯の授業料等負担の軽減

4団体 2,065

日本私立学校振興・ 13,365

7校 2,847

育研究事業費補助金

共済事業団補助金

11園 21,168

和歌山大学南紀熊野サテ 3,580 3,580 紀南地域の高等教育環境の向上を図るため、県、和歌山大学及び紀南地域の市町村など

1,509,792

21,168 多様な預かり保育を実施している私立幼稚

保育推進補助金 園等に補助金を交付

345,870

事　業　名 金　額 内　容

7校 906,776

私立高等学校等経常 2,762,438 教育水準の維持向上と保護者負担の軽減

費補助金

私立学校振興事業 3,880,488 3,737,073 私立学校の指導育成及び私学教育の振興を図るため、私立学校、私学団体等に対し助成

私立幼稚園等預かり

事業費補助金

私立学校関係団体教 2,065

私立幼稚園等障害児 24,696

教育教育費補助金 11園 24,696

私立専修学校等運営 2,847
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設備整備に要する経費を補助

のための緊急環境整

援事業費補助金

低所得世帯を対象に授業料以外の教育に必

要な経費を支給

マイナンバー利用事務システムの運用・保

守に要する経費

学校法人及び私立学校指導に係る事務費

国際課

Ⅰ 諸費

１ 国際化社会に対応するため、外国青年等を招致し、外国語教育の充実、地域の国際交流

事業 の推進を図った。

２ 友好（姉妹）提携や覚書等に基づき、観光・経済などの幅広い分野で交流を深め、相互

推進事業 の交流を促進した。

３ 国際交流や国際協力活動の拠点である国際交流センターの管理運営を、指定管理者であ

ー維持運営管理事業 る（公財）和歌山県国際交流協会に行わせた。

４

正確な情報を提供した。

５

生フォーラム事業 校生及び県内外の高校生と共に世界共通の課題について、意見交換・プレゼンテーショ

ン等を行った。

６

和歌山県高校生等奨 42,095

学給付金（奨学のた

めの給付金）

マイナンバー利用事 1,122

務システム保守

語学指導等外国青年招致 18,588

業

友好（姉妹）提携等交流

幼児教育の質の向上

25,213 23,528

212

事　業　名 金　額 内　容

16,188

和歌山県国際交流センタ 41,564 41,267

ブラジル・アルゼンチン ブラジル、アルゼンチン、オーストラリアの和歌山県人会周年事業に出席し、本県出身

渡航事務受託事業

212

指導育成のための事 922

務費等

37,532 36,084

グローバル社会で活躍できる人材を育成するため、アジア・オセアニアの国と地域の高アジア・オセアニア高校

海外渡航者に対して正確かつ迅速に一般旅券を発給するとともに、海外情報を収集し、

5,432 5,432

27,388 27,356

・オーストラリア周年事

幼児教育に係る資料の電子化に必要なＩＣ

Ｔ環境整備に要する経費を補助

2園 181

備事業費補助金

幼児教育の質の向上 181

のためのＩＣＴ化支

2園

者等と絆を深めた。
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７ 中国山東省との友好提携40周年を記念し、双方の代表団を派遣し首長間の会談を実施し

た外、未来の友好を担う青少年同士の交流を行い、今後の友好交流推進を図った。

８ 外国人が地域社会において健康かつ安全に自立して、周辺住民と良好な関係を築けるよ

う、和歌山県在住の18歳以上の外国人等に対し、無償の日本語教室を実施した。

調査統計課

Ⅰ 統計調査費

１

別構成がどのように変化しているのかなどを調査した。

２

２人以上の世帯の貯蓄・負債等を調査した。

３

について、労働者の賃金、労働時間及び雇用の実態を調査した。

４

業

５ 全国的及び地域別の世帯の所得分布及び消費の水準、構造等に関する基礎資料を得るた

査事業 め、家計における消費、所得、資産及び負債の実態を総合的に調査した。

６

ス事業 世帯の状況や経営耕地面積、農林産物の販売金額等を調査した。

スポーツ課

Ⅰ 障害者福祉費

１ 障害者スポーツの普及及び振興を図るため、県障害者スポーツ大会などのスポーツ大会

やスポーツ教室を開催した。

Ⅱ 体育振興費

１ 各種体力測定により発掘した優れた素質を有する小学生に対し、発達段階に応じた様々

ロジェクト事業 な育成プログラムを実施するとともに、中学校１年生から３年生までの修了生を対象に

スポーツ相談会の開催や育成プログラムへの参加案内等のフォローアップ事業を実施し

た。また、小学校３年生から中学校２年生までを対象に、新たなタレント発掘・育成事

22,352 21,812

63,069 62,155

障害者スポーツ振興事業 29,125 28,575

家計調査事業

ゴールデンキッズ発掘プ 12,367 9,739

景気判断や各種政策決定等の資料を得るため、建設業・製造業・サービス業等主要産業

２０２５年農林業センサ

統計データ利活用推進事 4,001 4,001 統計データを活用した在宅医療の偏在等に関する研究を行った。

令和６年全国家計構造調 31,001 29,812

毎月勤労統計調査事業 14,283 14,164

農林行政に必要な農業及び林業に関する基礎資料を得るため、農林業経営体等を対象に

労働力調査事業 12,133 11,896 雇用・失業対策等の基礎資料を得るため、国民の就業・不就業の状態や、就業者の産業

山東省友好提携４０周年 22,143 16,657

記念事業

日本語学習環境整備事業 7,049 5,497

家計収支の実態を明らかにするため、２人以上の世帯及び単身世帯の収入・支出並びに
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業「スポーツマッチングプロジェクト～やっＣｈａる!!～」を開始し、こどもと競技ス

ポーツをつなぐ環境を整備した。

２

ブロック大会派遣事業 人を派遣するとともに、岡山県、群馬県及び秋田県で開催された第79回国民スポーツ大

会冬季大会には２競技に延べ39人を派遣した。

〔第78回国民スポーツ大会和歌山県選手団の成績〕

・男女総合成績　第47位（天皇杯：656点）

・女子総合成績　第44位（皇后杯：428.5点）

26種別33種目が本大会へ出場した。

３ スポーツの振興及び県・各市町村の活性化に資するため、第24回和歌山県市町村対抗ジ

ニア駅伝競走大会開催事 ュニア駅伝競走大会を開催した。

業

４

成事業 （公社）県スポーツ協会等にきのくに広域スポーツセンター事業を委託した。

５ 田辺市が運営する三四六総合運動公園の管理運営費のうち、旧南紀スポーツセンターに

運営事業 係る経費について、田辺市に交付した。

６ 国内外ナショナルチームのキャンプを誘致し、県民がトップレベルのスポーツに身近に

推進事業 触れられる機会を創出した。

７ 国民スポーツ大会や国際大会等で活躍できる競技者の育成により、競技力の向上を図っ

業 た。

８ トップコーチ招聘による各種研修会の実施や県内指導者の全国大会等競技会への派遣研

修等により、指導者の資質の向上を図った。

９ 各専門機関と連携し、県内競技団体の指導者や競技者にスポーツ医・科学面からのサポ

ト事業 ートを実施した。

10 生涯にわたってスポーツに親しむ気運を醸成するため、わかやまリレーマラソンやマス

ジェクト事業 ターズスポーツ体験会を開催した。

11 本県高校生の競技力向上のために68運動部を指定し、実施する事業に対し支援した。

事業

12 本県中学生の競技力向上のために36運動部を指定し、実施する事業に対し支援した。

定事業

ハイスクール強化校指定 16,000 15,561

ジュニアハイスクール指 6,600 5,800

佐賀県で開催された第78回国民スポーツ大会に本県選手団として役員・監督・選手298

また、本県を中心に開催された近畿ブロック大会には29競技に775人を派遣し、15競技

地域のスポーツ活動の核となる総合型地域スポーツクラブの支援・普及を図るため、

18,091 18,091

さあ　スポーツだ！プロ 9,487 9,208

コーチスキルアップ事業 6,015 5,394

スポーツ医・科学サポー

三四六総合運動公園管理 50,870 50,870

スポーツキャンプ誘致の 5,750 5,317

トップアスリート育成事 111,861 104,894

和歌山県市町村対抗ジュ 18,732 18,037

広域スポーツセンター育 811 638

国民スポーツ大会・近畿 72,568 65,072
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13 第７８回国民スポーツ大 第78回国民スポーツ大会近畿ブロック大会として、令和６年６月19日～８月25日の期間、

会近畿ブロック大会開催 本県を中心に30競技を開催した。

事業

Ⅲ 体育施設費

１ 県立体育館及び県立武道館の管理を指定管理者である（公財）和歌山県スポーツ振興財

運営管理事業 団に行わせた。

・年間利用者数　  116,123人

２ 和歌山ビッグ愛、和歌山ビッグホエール及び和歌山ビッグウエーブの管理を指定管理者

ホエール・ビッグウエー である（公財）和歌山県スポーツ振興財団に行わせた。

ブ維持運営管理事業 ・年間利用者数　  445,761人

（前年度繰越分）

１ 和歌山ビッグ愛の受変電監視装置及び和歌山ビッグホエールの屋上トップライト等修繕

ホエール・ビッグウエー を行った。

ブ維持運営管理事業

38,553 38,553

和歌山ビッグ愛・ビッグ 183,317 183,317

県立体育館・武道館維持 66,046 63,999

和歌山ビッグ愛・ビッグ 351,872 343,552

-22-


